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厚
生
労
働
省
で
は
社
会
保
障
審
議

会
に
お
い
て
、
公
的
年
金
の
受

給
開
始
年
齢
を
75
歳
ま
で
選
択
可
能
と

す
る
制
度
改
革
案
を
検
討
中
で
あ
り
、

年
内
に
議
論
を
ま
と
め
、
２
０
２
０
年

の
通
常
国
会
に
改
正
法
案
の
提
出
を
目

指
し
て
い
る
。

　

支
給
開
始
年
齢
を
75
歳
ま
で
選
択
可

能
と
す
る
制
度
改
革
や
、
支
給
開
始
年

齢
の
引
き
上
げ
は
極
め
て
重
要
で
あ

る
。
そ
も
そ
も
、
公
的
年
金
財
政
の
持

続
可
能
性
を
高
め
る
た
め
の
主
な
政
策

手
段
は
二
つ
し
か
な
い
。
一
つ
は
負
担

の
引
き
上
げ
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
給

付
の
削
減
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
負
担

の
引
き
上
げ
は
、
保
険
料
の
引
き
上
げ

の
ほ
か
、
消
費
増
税
な
ど
で
投
入
す
る

公
費
を
拡
大
す
る
方
法
が
あ
る
。

　

ま
た
、
給
付
の
削
減
は
、
毎
月
の
年

金
額
を
実
質
的
に
カ
ッ
ト
す
る
方
法
の

ほ
か
、
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
を
引
き

上
げ
る
方
法
な
ど
が
あ
る
。

　

日
本
の
場
合
、
毎
月
の
年
金
額
を
実

質
的
に
カ
ッ
ト
す
る
方
法
が
、
04
年
の

年
金
改
革
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
「
マ

ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」
だ
。
19
年
の
財

政
検
証
の
う
ち
の
ケ
ー
ス
Ⅵ
（
実
質
Ｇ

Ｄ
Ｐ
成
長
率
が
マ
イ
ナ
ス
０
・
５
％
）

で
は
、
国
民
年
金
の
積
立
金
が
52
年
度

に
な
く
な
り
完
全
な
賦
課
方
式
に
移
行

す
る
と
と
も
に
、
所
得
代
替
率
が
36
〜

38
％
程
度
に
な
る
可
能
性
を
明
ら
か
に

し
た
が
、
こ
れ
は
50
年
代
に
給
付
水
準

が
４
割
減
に
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

厚
生
労
働
省
「
年
金
制
度
基
礎
調
査

（
老
齢
年
金
受
給
者
実
態
調
査
）平
成
29

年
」
に
よ
る
と
、
現
在
で
も
、
年
間
１

２
０
万
円
未
満
の
年
金
し
か
受
け
取
れ

な
い
高
齢
者
は
46
・
３
％
、
年
間
84
万

円
未
満
の
年
金
し
か
受
け
取
れ
な
い
高

齢
者
は
27
・
８
％
も
い
る
。
現
在
、
65

歳
以
上
の
高
齢
者
の
う
ち
約
３
％
が
生

活
保
護
を
受
給
し
て
い
る
が
、
マ
ク
ロ

経
済
ス
ラ
イ
ド
の
発
動
で
公
的
年
金
の

給
付
水
準
が
４
割
減
に
な
る
と
、
貧
困

高
齢
者
が
急
増
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

何
か
有
効
な
解
決
策
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
パ
ー
ト
な
ど
短
時
間
労
働
者
へ
の

厚
生
年
金
の
適
用
拡
大
や
、
国
民
年
金

と
厚
生
年
金
を
財
政
的
に
統
合
す
る
方

策
も
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
で
は
、
公
的

年
金
制
度
に
は
「
繰
り
上
げ
・
繰
り
下

げ
」
の
仕
組
み
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
の

「
繰
り
下
げ
」を
利
用
し
て
給
付
水
準
の

減
少
分
を
取
り
戻
す
方
法
も
あ
る
。

　

公
的
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
は
原
則

65
歳
で
あ
る
が
、「
繰
り
上
げ
」
を
希
望

す
る
と
、
給
付
水
準
が
減
額
さ
れ
る
も

の
の
、
最
大
60
歳
ま
で
支
給
を
早
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、「
繰
り
下
げ
」

を
希
望
す
る
と
、
最
大
70
歳
ま
で
支
給

を
遅
ら
せ
、給
付
水
準
を
増
額
で
き
る
。

１
カ
月
の
繰
り
下
げ
で
０
・
７
％
ず
つ

増
額
さ
れ
る
の
で
、
65
歳
以
降
も
可
能

な
限
り
働
き
、70
歳
に
繰
り
下
げ
る
と
、

給
付
水
準
は
42
％
増
と
な
る
。

　

厚
生
労
働
省 

「
厚
生
年
金
保
険
・ 

国

民
年
金 

事
業
年
報
」（
17
年
度
）
に
よ

る
と
、
受
給
開
始
時
期
の
選
択
を
終
了

し
た
70
歳
の
受
給
権
者
の
う
ち
、
繰
り

下
げ
の
利
用
率
は
お
お
む
ね
約
１
％
程

度
し
か
な
い
が
、
支
給
開
始
年
齢
を
70

歳
に
繰
り
下
げ
、
給
付
水
準
を
42
％
増

や
せ
ば
、
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の
発

動
で
低
下
す
る
給
付
水
準
の
約
４
割
減

を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

現
行
制
度
上
、
繰
り
下
げ
は
70
歳
が

上
限
だ
が
、
法
改
正
で
75
歳
ま
で
可
能

と
し
、
支
給
開
始
年
齢
を
75
歳
に
繰
り

下
げ
れ
ば
、
給
付
水
準
は
84
％
増
に
な

る
た
め
、
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
に
よ

る
給
付
減（
約
４
割
）を
考
慮
し
て
も
、

給
付
水
準
を
約
４
割
も
増
や
す
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
繰
り
下
げ
を
選

択
す
る
高
齢
者
が
増
え
て
い
け
ば
、
貧

困
高
齢
者
の
増
加
を
抑
制
す
る
効
果
も

有
す
る
。

デ
ン
マ
ー
ク
の
年
金
改
革

　

と
こ
ろ
で
、
06
年
の
改
革
で
、
デ
ン

マ
ー
ク
は
公
的
年
金
の
支
給
開
始
年
齢

を
平
均
余
命
の
伸
び
に
連
動
さ
せ
る
仕

組
み
を
導
入
し
て
い
る
。国
民
年
金（
１

階
部
分
）
の
支
給
開
始
年
齢
は
24
年
か

ら
27
年
に
か
け
て
65
歳
か
ら
67
歳
に
引

支給開始年齢「自動調整」は導入済み？
公的年金に支給開始年齢の「自動調整」ルールを導入する試みは、一定
の条件が整うと、「マクロ経済スライド」と実質的に同等となる。

小黒 一正 （法政大学経済学部教授）
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き
上
げ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
以
降
の
支

給
開
始
年
齢
は
自
動
調
整
さ
れ
る
。
具

体
的
に
は
、
想
定
受
給
期
間
を
14
・
５

年
と
し
、「
支
給
開
始
年
齢
＝
60
歳
＋
60

歳
の
平
均
余
命
＋
バ
ッ
フ
ァ
ー
の
０
・

６
年

－

想
定
受
給
期
間
（
14
・
５
年
）」

と
い
う
算
定
ル
ー
ル
に
従
い
、
支
給
開

始
年
齢
を
自
動
的
に
調
整
す
る
改
革
で

あ
る
。
11
年
の
改
革
で
イ
タ
リ
ア
も
支

給
開
始
年
齢
を
平
均
余
命
の
伸
び
に
連

動
さ
せ
る
仕
組
み
を
導
入
し
て
い
る
。

　

デ
ン
マ
ー
ク
等
の
改
革
を
踏
ま
え
、

日
本
で
も
支
給
開
始
年
齢
の
引
き
上
げ

や
、
そ
の
自
動
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
導

入
を
提
言
す
る
有
識
者
も
多
い
が
、
一

定
の
条
件
が
整
う
と
、
マ
ク
ロ
経
済
ス

ラ
イ
ド
は
実
質
的
に
同
等
と
な
る
。
こ

の
理
由
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
平
均
寿
命
ま
で
生
き
る
個
人

が
生
涯
に
受
け
取
る
年
金
は
、「
支
給
開

始
年
齢
」「
平
均
寿
命
」「
給
付
水
準
」

を
用
い
て
、「（
平
均
寿
命

－

支
給
開
始

年
齢
）
×
給
付
水
準
」
と
表
現
で
き
、

公
的
年
金
制
度
で
は
、
こ
の
値
が
基
本

的
に
一
定
に
な
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て

い
る
。

　

例
え
ば
、
平
均
寿
命
が
85
歳
、
支
給

開
始
年
齢
が
65
歳
、
給
付
水
準
が
１
０

０
な
ら
ば
、「（
平
均
寿
命－

支
給
開
始

年
齢
）
×
給
付
水
準
＝
（
85－

65
）
×

１
０
０
＝
２
０
０
０
」と
な
る
。
だ
が
、

給
付
水
準
が
１
０
０
の
ま
ま
で
、
平
均

寿
命
が
90
歳
に
な
る
と
、「（
平
均
寿
命

－

支
給
開
始
年
齢
）×
給
付
水
準
＝（
90
－

65
）
×
１
０
０
＝
２
５
０
０
」
に
な

っ
て
し
ま
う
。
こ
の
値
を
２
０
０
０
に

収
め
る
た
め
、
例
え
ば
、
給
付
水
準
を

2
割
減
の
80
に
す
る
と
、「（
平
均
寿
命

－

支
給
開
始
年
齢
）×
給
付
水
準
＝（
90

－

65
）
×
80
」
は
２
０
０
０
と
な
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
効
果
は
支
給
開
始
年

齢
の
引
き
上
げ
で
も
達
成
で
き
る
。
平

均
寿
命
が
90
歳
に
な
っ
た
と
き
、
支
給

開
始
年
齢
を
自
動
的
に
70
歳
に
引
き
上

げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
給
付
水
準
が

１
０
０
の
ま
ま
で
も
、「（
平
均
寿
命－

支
給
開
始
年
齢
）
×
給
付
水
準
＝
（
90

－

70
）
×
１
０
０
」
は
２
０
０
０
に
な

り
、
一
定
の
値
に
維
持
で
き
る
（
図
）。

　

日
本
の
公
的
年
金
制
度
で
は
「
繰
り

下
げ
」
の
仕
組
み
が
あ
る
た
め
、
平
均

余
命
の
伸
び
等
に
伴
う
マ
ク
ロ
経
済
ス

ラ
イ
ド
の
発
動
で
給
付
水
準
が
削
減
さ

れ
て
も
、
そ
の
削
減
に
見
合
う
分
だ
け

の
繰
り
下
げ
を
選
択
す
れ
ば
、
給
付
水

準
は
維
持
で
き
る
。
支
給
開
始
年
齢
が

75
歳
ま
で
選
択
可
能
と
す
る
制
度
改
革

案
が
成
立
す
れ
ば
、
こ
の
効
果
は
一
層

強
化
さ
れ
る
。

　

こ
れ
は
、
給
付
水
準
が
維
持
可
能
な

支
給
開
始
年
齢
が
自
動
的
に
引
き
上
げ

ら
れ
て
い
る
と
も
解
釈
で
き
、
既
述
の

と
お
り
一
定
の
条
件
が
整
う
と
、
支
給

開
始
年
齢
の
自
動
調
整
と
マ
ク
ロ
経
済

ス
ラ
イ
ド
は
実
質
的
に
同
等
と
な
る
。

在
職
老
齢
年
金
の
廃
止
を

　

な
お
、「
一
定
の
条
件
」
と
い
う
の

は
、「
在
職
老
齢
年
金
制
度
」
に
よ
る
調

整
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
在
職
老
齢
年

金
と
は
、
厚
生
年
金
法
第
46
条
（
支
給

停
止
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
働
く
高
齢

者
の
給
与
と
年
金
額
の
合
計
が
一
定
の

基
準
を
上
回
る
と
、
厚
生
年
金
の
一
部

や
全
額
が
停
止
さ
れ
る
仕
組
み
を
い

う
。

　

在
職
老
齢
年
金
制
度
の
対
象
は
労
働

所
得
で
、
不
動
産
収
入
（
例
：
家
賃
）

等
は
対
象
外
で
あ
り
、
60
歳
以
上
65
歳

未
満
の「
低
在
老
」と
65
歳
以
上
の「
高

在
老
」
が
あ
る
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
低
在
老
で
約
０
・

48
兆
円
、
高
在
老
で
約
０
・
41
兆
円
の

給
付
抑
制
の
効
果
が
あ
る
。こ
の
た
め
、

そ
の
廃
止
に
は
約
０
・
９
兆
円
の
財
源

が
必
要
に
な
る
が
、
在
職
老
齢
年
金
制

度
を
廃
止
し
な
い
限
り
、
そ
の
調
整
を

受
け
る
ケ
ー
ス
で
は
、
支
給
開
始
年
齢

の
自
動
調
整
と
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド

の
同
等
性
は
修
正
が
必
要
に
な
る
。

　

在
職
老
齢
年
金
は
一
種
の
課
税
の
性

質
を
も
つ
が
、
税
の
世
界
で
は
「
水
平

的
公
平
性
」（
同
じ
所
得
水
準
の
者
に

は
、同
じ
税
額
を
徴
収
す
る
の
が
公
平
）

と
い
う
概
念
が
あ
る
。
政
府
・
与
党
は
、

在
職
老
齢
年
金
制
度
の
見
直
し
も
検
討

中
だ
が
、
既
述
の
「
同
等
性
」
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
同
制
度
を
廃
止
し
た

上
で
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
利
用
し
、

税
制
上
、
不
動
産
収
入
を
含
め
、
所
得

や
資
産
の
能
力
に
応
じ
た
公
平
な
負
担

を
実
現
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

お
ぐ
ろ　

か
ず
ま
さ

１
９
７
４
年
生
ま
れ
。
京
都
大
学
理
学
部
卒
業
、
一
橋

大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
（
経
済
学

博
士
）、
97
年
大
蔵
省
（
現
財
務
省
）
入
省
後
、
財
務

省
財
務
総
合
政
策
研
究
所
主
任
研
究
官
な
ど
を
経
て
、

２
０
１
５
年
４
月
か
ら
現
職
。
主
な
著
書
に
、『
財
政
危

機
の
深
層
』『
薬
価
の
経
済
学
』（
共
編
著
）
な
ど
。

支給開始年齢 平均寿命

（
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
）

給
付
水
準 

80

給
付
水
準 

100

65歳 70歳 85歳 90歳

支
給
開
始

年
齢
引
上
げ

平
均
余
命

の
伸
び

総給付額は「2000」で一緒
年金支給開始年齢の自動調整と「マクロ経済スライド」は実質的に同じ

（出所）筆者作成
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